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タイ国工業化の歴史的前提

一一米輸出とバ Yコグ産業発達史1767-1957--

上回曜子

序

発展途上国にお付る首都圏への人口集中現象が議論される機会が多くなって

きた。タイ国の首都パンコグでも人口集中が進み， 1980年では，総人口約470口

万人のおよそ11%にあたる約500万人がハ γコグの人口を構成している。第二

の都市チェンマイの約43倍 (1975年〉もの人口規模を有するひという事実も，

パンコグへの過度な人口密集を際立たせている。首都圏の人ロ肥大に関して呈

示される見解の多くは，首都圏への人口流出をくい止めるために農村開発を進

め，都市 農村聞の所得格差を縮少すべきであると主張するヘ 首都圏への〈

口集中は阻止すべき現象と考えられているようである。

しかし，いま多〈の論者とは逆にへバ γコク首都圏へ人口が集中すること

が，単に工業化の随伴現象であるばかりでなく，長期的にみて今後のタイ国の

経済発展の推進力にな旬得るとする立場をとろうとするならば，バンコクに過

密状態を生じさせた要因の中に，その可能性を探らなければならない。

1) パイト少}ンーボンサブy ト「全訳世界町地理教科書シリーズ12タイその国土と人々 」田辺繁
治訳，昭和田年， 37]"(。
2) たとえ{t'恥f.P. Todaro， Econamics for a Develop同g Worl.耳 AηI叫roductionto Princi 

ples， Probl.開 25and Po/iaes for De"1lelopment， 1977， Chap. 14を参照せよ。
3) 1983年2月に， タマサ ト大学経済学部が「タイ国はハンコクかワ」と」寸前題の下にシン
ボジウムを開催し， 報告書も出版されている CKhanasHthasatMahawitthayalay Thammasat， 
Ekkasan Prakop [(an Sammana Thang Wichakan Pracam Pi 2526 Ru.ang“Prathetthay 
Khu K:叩ngthephf'ヘ 1983)筆者は本書を詳細に検討する機会を得ていないが， タイ入学者。
聞でも，バンコクの過空白1態はタイ国由経済発展にとって好ましい現象ではないとする論調が主
流のよ弓である。
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本論では.バンコグの発達が現在のパンコグの構造を規定しているとの観点

から， 19世紀中葉以降，工業化政策が導入される直前の1957年までの米輸出を

めくるパンコク産業発達史を考察する。自由貿易開始後から現在に至るまで約

130年間，パンヨクはタイ経済を主導してきた核心地域であった。そして，そ

のパンコグの佐業発達が，タイの1960年代以降の工業化の前提条件を準備した

のであり，現在のバンコグへの人口流入は，工業化政策が引き起こしたタイ社

会の構造変化である。工業化政策と人口移動については別の機会に論ずること

とし，本稿では，その歴史的前提となコた米輸出を基軸とす昌パンコグの産業

発達を分析する。

1 1767-1851年:前史

現在のバンコク首都圏"が初めて都と定められたのは， 1767年タークシンが

チャオプラヤ河の西岸トンプリーを新王都とした時である。それ以来，バンコ

グ トンプリー地区はタイ国の首都である。タークシンの死後，チャクリ将軍

が1782年に王都を東岸のパンコグに移し，現王朝でもあるラタナコーシン朝を

創始した。チャクリは，ラーマ 世〔位1782-1809) と呼ばれている。当時の

バンコクには，すでに中国人の貿易商人が居住しており.パンコクは彼らの貿

易拠点地となっていた。ラーマ一世は彼らを西南に移動させ、その跡地に王宮

を建設した目。

ラーマ一世から二世(位1809-24)、三世〈位1824-51) が治めていた時代の

バンコクは.視在の様荘と全く異なっていた。ラーマ一世は，古都7ユタヤか

ら水路で煉瓦を運んで城壁を築きー王宮主因って王都を建設した"。ラ-~二

4) 1971年12月にパンョクと !γプリ が合併されバンョタ首都圏となった。本稿において「バン
コク首都圏」とはパンコク 卜ンプリー地区を指す。
5) 石井米雄』 歴史と稲作， I司編「タイ国一ひとつの稲作社会 」昭和50:q:..40-41頁， G.W 
Skinner， Leaden;kip and Power問 theChinese Community 01 Thailand， 1958， p. 5 (山路
健訳「タイ固における華僑甘一会 その指導力と権力 」昭和.'s年， 14頁]
6) D. G. E. HaU， A Histoη， 01 South-East Asia. 3. ed.， 1968， p. 464; Litchfield Whiting 
Bowne and Associates， Greater B開 gkokPlaη2533， 1960， p. 23;高谷好一「熱帯デルタの
農業発展ーメナム デルタの研究ー」昭和明年， 225l!，。
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世・三世の治世では，多くの仏教寺院が建立され，王都の建設が進められた。

フランス人宣教師 Pallegoix は， 1854年当時のパンコ Fを，城壁に固まれた

美しい都だったと評している。常緑の樹々の豊かさ、チャオプラヤ河の流れに

沿ってゆきかうジャ Yク，金色に輝や〈バゴダや王宮，都を横ぎるまっすぐな

水路等，バンコクは全く絵のようであったという 730

II 1851-1868年・パンコケの変容

城壁に囲まれた美しい都，パソヨグが変貌Lてゆくのほラーマ囚1ft(そ Y ク

yト主〉の治世(1R51-6日〕に入ってからである。彼は， ヨーロッパ勢力がア

ジアに進附した19枠組前半の国際情勢に宿所して.いもはや〈その進んだ文明

や技術を学ぼうと Lた王である。 1855年， ラーマ四世は，綿布の販境市場を求

めるイギリスと友好通商条約(ボーリング条約〕を締結した。これにより王室

独占貿易が廃され， 自由貿易が始まる。主に中国人の移民により王都の人口が

急増しベ 経済活動が多様化すれば，都市区域も空間的に拡大してゆかぎるを

得な〈なる。ラーマ四世は， 1850年代初頭に主都を東側へ拡げることを計画L.

古い域壁を廃Lたが，予定さわていた新域壁は建設されずにへ 結局チャオプ

ラヤ河の東側に運河のみが開削された。運河網の拡張とともに，ハンコクの都

市域もチャオプラヤ河の東側へ拡大L始め，四世王治世の末期には面積は3倍

になっている'u'。運河建設の際に掘削された土を岸に盛り上げて，バンコクで

最初の道路が造られたのもこの時代である。デルタにおける伝統的な交通・運

輸手段は水路であり，道路の必要性が希薄であったにもかかわらず道路建設が

開始されたのは，バンコクに滞在する西欧人の強い要求があったからであるω。

7) l'allegoix， Descrittion du Roy叫 meThai ou Siam， tome 1， 1969 CReprint)， pp. 60-66 
8) Pallegoixによると， 1854年Dバンコクの総ひ、口は約40万人に達L，そりうち税金を納めてい
る中国人が20万人含まれていたとし、ぅ。 ibid.，p. 60彼の人口推計の信湿性には問題が盛るが，
当時のバンコクがかなりわ規模の都市に成長しており，人口増大が中圏人移民によって引き起こ
されたことを示唆するには十分である。

9) 高苔，前掲書， 226頁。
10) Litch日eld，op. cil.， p. 23 
11) 回辺繁治， Chao Phrayaデルタの運河開発に闘する一考察(I)-Ayutthaya朝より Ratanako. /' 
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バンコグはもはや城壁で固まれた都ではなくなり，水路と道路の拡張を伴いつ

つ，空間的に拡大を続けてゆ〈ことになる。伝統的な東南アジアの都市が，ヨ

ーロッパ勢力の侵出を契機に変貌し始めたと言えよう。

111 1868-1932年:米輸出の増大と関連産業の発達

1 米関連産業の構築

ラーマ五世(チュラロンコーン大王，治1868-1910) の時代に入ると貿易も

活発に行われる。主要な輸入品は英国製の綿布で山，タイ国は;fこの輸出を1875

79年以降増大させてゆく山。 20世紀中莱に亙るまで米はタイ国の総輸出の過半

を占め'"第ーの輸出品であった。米輸出の増大に刺激されて，国内ではチャ

オプヲヤニデノレタ山の荒蕪地の開田が進み米生産が拡大した'"。特に1日70年代

¥点m朝四世王治世まで ， r京間アシア研空」館11巻第1号 昭和4"年自月. 32-34頁(以下回辺
aと日告〉。

12) 綿布を含む綿製品〈揺ホは除く〉の輸入は 1910-24年で総輸入〔金額ベ ス〕の約20%，
1925-34年で約1.53百を占めていた。 AkiraSuehiro. Ca.戸"talAccumulation and lndustrial Deve 
lopment帥 Thailand，1985， p. 6 (Chap. 2)輸入された綿製品の内訳は，大半がイギリエス製。

綿布〔未整理綿布 ~grey shirting>> 晒綿布 [η (white shirting>>・染色済み綿布で恐らく薄
地)であり，ぞれ以外にイギリス製綿来(染色簡み糸も含む)， ボンベイ製の柿布〈置染按染

加工済みで恐らく厚地〉と綿糸〈イギリス製と比較して恐ら〈太糸〉が含まれていた。ボンヘイ

製自厚手綿布は，タイ人の伝統的衣料である phanung (股布)等に使用された。 イギリス製

綿布は薄手で耐久性では劣ったが，低価格であったために，米作によって現金を入手し易い中部
タイの農民には衣料を中心に需要が増大していったと推定される。綿糸は，各家庭向の手識り撲

で布に織り上げられ，衣料等の自家消費に充用された。“ Pioneersin Trade ; They Contribu 
ted 50 Much "， Bus叩'"日 Thailand，Aug. 1977， p. 31 (以下 BTと時); T. Ellison， Tke 
Cottnn Trade 0/ Great B門加'11，1968， p， 152， p. 155; J. C. Ingram， Thai1and's Rice Trade 
and the Allocation of Resources， in C. D. Cowan (ecl.)， The Economic D四 elopment0/ 
So叫h-EastAsia: Studies問 EconomicH istory a11d PoUtical EcoTlomy. 1964， p. 119 (以下

Ingram 1964 t:.略); id.， Economic Change in Thailand 1850-1970， 1971. pp. 113-118 (以
下 Ing日 sl 1971と時);iII勝平丸アジア木綿市場の構造と展開， r社会経済史学」第51巻第i
t 昭和田年4月， 100-104頁，小池賢治， インド綿業と市場問題一19世紀桂半期目 η ンベイを
中心にー.， rアνア桓済」第16巷第9号，昭和50年9月， 34頁;:t~-原蘇アジア悶貿易の形成と
構造， r社会経済史学」第51巷第l号，昭和田年4月， 28頁。
13) Ingram 1971， p. :38 
14) :'bt正 p.94 
15) 地形学前見地からみたチャオプラヤ=テソレタの概~規定については，高桂， 前掲害， 第1-2章

te審J!lj.

16) 米の輸出比宝は総生産〔重量ベース〉の 5% (1850年〉から50%(1907年〕へ増大した。 1907-
40年におレても総生産の.10-50克が愉出されていた。 Tngrflm1971， p. 41， p. 53 
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後半以降.開田及び米輸送用の運河が次々と開削されてデノレタの水田面積が拡

がった。 1870年代の運河掘削は国家事業として行われていて，農民は開削費用

の 部を負担したり，あるいは労働力を提供することによって運河沿岸の土地

を占取することができたlη。1880年代になると，運河の開発，農地の占取が投

資の対象として注目され，王族などが組減した民間企業が政府から委託されて

運河建設に参入する'"'。幸人のなかには，政府と契約を:結んで運河開削や波諜

工事に投資して，運河を管理する権利を得ょうとする者も現われてきた川。当

時は農地に対する需要が非常に強〈発生Lていたと考えられる o ところが，民

間企業に委託きれた運河掘削工事は，土地紛争や資金不足により遅滞する土う

になり，政府は湛翻局を設置して再び運河建設に乗り出す。 1902年にはオラ γ

グ人技師 Vander Heideを農業省濯減局の局長として招蒋することを発表し

た。彼は大掛りな濯減計画を提出したが，政府は国家事業として濯瓶整備より

も鉄道建設を優先することを決定し叩， Van der Heid仇e はタイ国を去りb， 彼

の計画実現は延期された2叩1口3

Van der Heideのプランが遂行されなかったとはいえ， この時代に，チャ

オプラヤニデノレタは米の生産地として開拓された。しかもデルタにおける開田

を刺激し，促進したのは，輸出米の増大という外的要因であった。

続いて，米作地として規定されたデルタにおいて，バンコクはいかなる機能

17) 高払前掲芭 231-236頁;田辺繁治， Chao Ph明 aデルタの運河開発に関する一考察(Il)
19世紀末葉における変容喝程; I東南アジア研究」第11巻第2号， 昭和4B年 9月， 194-205頁
〈以下回起bと噛〕。
18) D. B. Johnstoll， Rural Society and tke Ri四 Economyin Th酔 land，1880-1930， Yale Uni-
versiy Ph. D. Di且， 1975， pp. 52-84;田辺b>205-217頁。
19; 田辺 b，216-217頁ー
20) 当時，タイ園町鉄道建設に対して主にイギリスとドイツが競って資本投下を行っていた。ヨ
ロッパ糸植民地銀行-The Hongkong and Shanghai Banking Corporation (イギリス系)，
Banque de l' lndochine (フランス系). The Danske Landmannsbank (デンマ ク舟)，
Deutsch-Asiatische Bank (ドイツ系〕 は』 積極的にタイ政府に働きかけて融資を行っている.
政府が鉄道建設を優先させたりは，イギリスとドイツ白鉄道投資競争があったからであろう。
Thiravet Pramuanratkarn， The Hongkong Bank in Thailand: A Case of a Pioneering Bank. 
in Frank H H King (ed.)， Eastern Banking.-Essays同 theHistory 01 The Hongkong 
and Shangh田 BankingCortora沼ion，1983. pp. 426-428; V. Thompsou， Thailand.-The New 
Siam， 1967 (2nd ed.)， pp. 497-501 
21) Johnston，噌 citリ pp.89-96;高往前掲志 261-27ひ頁n
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を担って発達してきたのであろうか。米の輸出増大がテソレタ開墾を誘引したよ

うに，パンコ Fも米輸出をめぐって，米の集積地，精米一輸出港として発達し

てきた。

まず，タイ米の輸出の95-99%がパンコクからの船積みであった叫ことかb

もわかるように，バンコクはタイ国における最も重要な貿易港であった。米輸

出を司ったのは，伝統的にタイー中国貿易に践わっ亡きた中国人商人と，ポー

リング条約以降，バンヨクに進出してきたヨーロッバ系貿易商会であった。

Ingramによると n) 中国人精米業者がアジア市場向げの輸出を， ヨーロッパ

系貿易商会がヨーロッパ・南アメリブJその他アジア以外の市場向同輸出を扱っ

ていたという。中困人商人は，呑港・シンガポーノレ支屈を通じて.米を同地域

に輸出していた。

しかL ヨーロッバ系貿易商会もアジア地域内の米貿易に深く関係してお

り.タイ米はヨーロ vパ人をも通じてアジア市場に販売されていた。 1856年

に設立されたイギ日見系 TheBorneo Cornpanyは活動の拠点をシンガポー

ノレに置き，同年バンコクでも業務を開始するM 。タイ国から米とチ-!J材を輸

出し，ヨーロッパとイギリ λ植民地から，綿糸・綿織物等を輸入していた2ヘ
香港へ輸出された米は，ほとんど広東へ再輸出され， シγガポーノレヘ輸出され

たタイ米は， ジャワ， マレ一半島〔英領マラヤ)， ヨーロッバに送らわした2ヘ
同社の香港・シ Yガポーノレ支用を通じてタイ米を輸出していたのである27>。

「イツ系のA.Markwald and Companyは， 1850年にメ γコクでの業務を開

始、L，中国・ョ ロッパヘ米を輸出していた則。また，後述寸るように1864年

22) Ingram 1971， p. 4仏
23) ibid.， p. 73 
24) Longhurst， The Borneo Company， 1956， p. 17; Wright， Tke T1ωentith Century lmpres 
sions 01 Siam， 1908， p. 175; BT p. 29 
25) s叫ehiro，op. cit.， p. 17 CChap. 2) 
26) Chatthip Nartsupha and Suthy Prasartset (eds.)， The Political Economy 01 S1am， 1851ー
1910. n.d.， p. 93 

27) Longhurst， op. cit.， pp. 34-35 
28) 巳 Mackenzie，Realms 01 Silver， 1978， p. 195田明Tright.op. cit.， p. 152. 
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には精米業へ参入する。=ベンハーゲンに本社を置くデンマーク系貿易商会

The East Asiatic Companyは，その前身である Anrlersenand Company 

が1884年にパンコクで創業し，タイーデンマーク聞の貿易を開始した加。米

の精米一輸出業にも参入し，英領マラヤにタイ米を輸出していた叩。ノミンコク

の支出からシンガポールの支広(1902年設立)31)を通じて， タイ米をマラヤへ

輸出し亡いたのであろう。中国人商人が中国人同士のネットワークで貿易を行

っていたように，ョ-'-'ッパ系貿易商会も各支屈を通じてアジア地威内の米貿

易に参与していたのでまEる。

貿易に使われた船は，汽船・プリグ型帆船・ジヤンクであった。自由貿易開

始以前から，タイ主室の庇護士受けてタイ 中国聞の貿易に従事していた中国

人商人は，ジヤングとレう帆船を用いて航行していた。とれらのジャ γ クは，

中国で建造されたほか，中国から移住した職人に土ってタイ園内で建造されて

いた問。正とろが丙洋諸国が東アジアに進附するにつわて，丙洋式のブリグ型

帆船がタイでも建造されるようになるの 1830年代から50年代には，中国式のジ

ヤンクに西洋のプり F型帆船のデザイ γを取り入れて設計された船がつ〈られ

ている叩。ボーリング条約以後は，西洋船が優勢になり，中国式のジャ γク貿易

は大幅に減少していった。とりわけ，イギリスの技術によって建造された汽船

が貿易輸送の主役となってゆ<0 1850年において，タイ国の外国船332肢のうち，

4般のイギリ只・アメリカ船を除けば，すべてが中国のジャ:/!'であったが，

1880年代にはいると，イギり月船がタイ固からの一年間の船積みの70%を支配

29) Andersen and Coは1897年にコベンハーゲンに本社吉置<The East Asiatic Coに改組さ
れたu P. West予hall，The East Asiatic Company Limited， 1978， p. 9， p. 19 
30) ibid.， p. 19; J. J. Puthucheary， 0ωnershit and Control in the Malayan Economy， 1979， 
pp. 71-72 

31) Westphal1， op. cit.， p. 48 
32) Sarasin Viraphol， Tribute and Profit.-Sino-Siamese Trade， 16巧2-1853，1977， p. 211 
33) ibid.， pp. 230-231 ; Hong Lysa， Thaland in the Nineteenth Century : Evolution 01 the Econ-
omy and Society， 1984， pp. 64-65 これらの船は， 北タイ産申チーク材で建造されたようで
ある。



タイ国土業化の歴史的前提 (165) 61 

し司ジヤンクは 2-3%を占めるに過ぎなくなったaヘ1885-99年にパ γコグ
から γンガポーノレへ輸出された米のおよそ 65%が. Holt家と Mansfield家

(いずれもイギ日月系〕が設立した海運企業の汽船によって運送されている叩。

両者とも， Y:/ガポーノレをその活動の拠点としていた叩。シンガポーノレから蘭

領東インドへの再輸出も， シンカポーノしに拠点を置くヨーロッパ系海運企業が

掌握していたので37)小型の汽船が廻漕していたのであろう。また，バンコグ

ー香港の航路ではグフフミコウ心 TheScottish Oriental Steamship Cumpany 

が有)Jであったので削，その汽船はタイ米も輸送していたと推測される。また，

20世紀初頭以降. 1914年までは./.'.;:，/コグ シYガポノ，..バ γ ログ 香港の

両航路は， ドイツ系の NorddeutscherL10yd が掌握していた附。しかし 中

国人商人も. 1呂田年には何般かのプリグ型帆船育所有して中国やシンガポーん

との貿易を続け. 1860年代には汽船による中国との貿易を開始していた<0)。蘭

領東インドとその貿易の集散地であったシンガポーんとの聞にも，中国人商人

は小型の汽船を運航させていた日。そして，上述の汽船の燃料となる右炭はサ

ラワクが中心となって供給していたと推定される，2)。

西洋船の導入とともに，ノミ yコクでは造船業と船舶修理業が派生した。 1865

年にイギリス系の BangkokDock Companyが設立され，造船，整備・補修を

34) Sarasin Viraphol， ot. cit.， pp. 238-239 
35) G. C. Al1en and A. G. Donnithorne， Western Entertrise問 Indonesiaand Malaya: A 
Study in Economic De町 lopment，1957， p. 216 (以下 Allenet al. 1957 と目的;P. E. Hyde， 
Far Eastern Trade 1860-1914， 1973， p. 18， p. 87 
36) Allen et al. 1957， p. 215; Cbatthip Nartsupha et al.，op. cit.， p. 95; Hyde， op. cit】p.18.
pp. 89-91. 

37) 日yde，ot. cit.， p. 87 
38) Chatthip Nartsupha et al.，叩 cit.，p. 95. 
39) G. C. Allen and A. G. Donnithorne， West四nEntertrise in Far Eastern Ec回 ω町，D， 
町 lopment，' China and Jatan， 1954， p. 126 (以下 Allenet al. 1954 と略);Allen et al. 
1957. pp. 216-217; Hyde， ot. cit.， p. 87， p. 96 
40) Sarasin Viraphol， op. cit.， pp. 240-241 
41) Allen et al. 1957， p. 216 

42) パンコク港に石炭を供給していたのは，主に TheBorneo Companyであった。 LWright.op 
cit.， p. 175 
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行っている43)0 1908年では，船の修理工場が8ヶ所(中国系 7，ヨーロッバ系

2，タイ系1)存在したという..，。造船や修理がどの程度までタイ園内で処理

可能であったかは不明であるが，鋼船 (steelship)の建造は，タイ園内のヨー

ロッバ系貿易商会が受注して契約を結び，ヨ ロγパで製作された後にタイに

輸入された“〉。恐らくタイ国内で放っていたのは，木造船の建造・修理と小型

汽船(launch)白エンジン取り付けといった類の内容であったと推定きれる。

米貿易に携わっていた中国人商人及び己ーロッバ系貿易商会は，精米業者も

兼ねていた。米輸出が木格化する以前は， もみ米の方が長期間の輸送・貯蔵に

耐え得るという理由で，もみのままで船積みされていた。貿易巾継地であるジ

ソガポールでは精米業が行われていたという。汽船の発達で航行時聞が短縮さ

わ呂土，精米処理脅してから輸出した方が重量が小官〈なり運賃が削減できる

ので叩，徐々に積み出し港ノミ γコクで精米した後に輸出されるようになってい

った。稲作はタイ園の伝統的農業であったにもかかわらず.輸出が盛んになる

19世組中頃までは精米業は発達していなかった。バンコクにおいても，都市在

住者の消費需要に応えて，中国人が手動式の小規模な精米機を稼働させて商売

をLていたに過ぎなか勺た判。

1858年に蒸気機関を動力."とする精米機を初めて導入して，バンコクで精米

業を操業したのはアメリカ系企業 TheAmerican Steamship Rice Millであ

った。その後も A.Marlζwald Rice Mill (1864) 等ドイツ系の精米工場が建

てられ刷， 蒸気機関による精米業は欧米人によって開始された。 TheBorneo 

43) Su:ehiro， o.ραt'J p. B (Chap. 2) ; Thompson， ot. cit.， p. 832. 
44) Chatthip Narl~upha el <<1" op. cit.， pp. 191-192 
45) -ibid.， p. 192 
46) 精米加工してから船で斬送すると，輸送買が叩克まで削減できたとL寸。 N.G. Owen，“The 
Rice Industry of Mainland Southeast Asia 1850-1914ヘJour叩 101 the Siam Society， Vol 
59-2， July 1971， p. 109 
47) Johnston， ot. cit.. pp. 247-248 

48) ほぼ19世紀末から2C世紀にかけて， もみがらを燃料とする技術が取り入れらj均した。 ibid.，p. 
2:18. t，みがらとし、う廃物を燃料とする炉D技術はパソマクから各国へ普及したとし寸 u Chatthip 

Nartsupha et al..，中 cit."p. 19。
49) Suehiro， op. cit.， p. 26， p. 28 CChap. '2) 
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Co.も1860年代に精米業に着手し，倉庫を所有していた。 TheEast Asiatic Cu 

も精米業を始めている50)その後，中国人も参入して， 1890年代から約20年聞の

うちに精米工場の数は急速に増大し，パ γコクの精米業は過剰設備の状態にあ

ったようである5130競争が激し〈なると，欧米人所有の工場は，中国人に売り

渡されまた廃業に追い込まれる。 1919年には，欧米人は精米業から完全に撤退

L亡いる，，)。精米工場に雇用された労働者も，大半が中国人であった叩。精米

機は，月三ットランド・イ Y グランドから輸入され，精米工場にはλ コットラ

y ド人技師の姿も見られたという 5九動力士利用した精米業の技術は，欧米人

がタイに持ち込んだのであるが，中国人間が精米業での地位を確立していった

のである。中国人が精米業に容易に参入できた理由として，精米業は第一に技

術が比較的単純で習得がたやすかったといろとと，第一、l士大きな資本が不要で

あったこと，第三に規模の経済が働かなかったというと Eが挙げられよう。

精米を船積みして輸出する際に精米を詰めた麻袋は，イギリス人がイ y ドの

カノレカッタ及びその近郊に設立したジュート工場で生産されていた。 TheBor 

neo Co も1856年にカノレカッタに工場を設立し，そこで生産された麻袋が同企

業を通じてタイに輸入された叩。麻袋の輸入は， 1910-39年においてタイの総

輸入 f金額ベースコの 3-5%を占めていた5730

パ γコク在住の中閏人精米 輸出業者は，米生産地からのもみ米供給を確実

にするために，中国人の米買い付け商人を利用した。精米 輸出業者から委託

された米買い付け商人は，直接.農村へ赴き.個々の農民からもみ米を買った。

50) BT， pp. 29-30， p. 36. 
51) Ingrll.m 1971， p. 70; Johnston， op. cit.， pp. 248-249 
52) Suehiro， op. cit.， p. 27 CChap. 2) 
53) W. A. Graham， Siαm: A H.田db田kof Practic叫白叩問cial，and Political Informatiun， 
2nd ed.， 1912， p. 367; Ingram 1971， pp. 70-71; Johnston， op. cit.， pp. 251-255 
54) Chatthip Nartsupha et al.， op. cit" p. 94， pp. 189-190; Graham. op. cit.， p. ;'67 
55) 王族・官僚のうち有力な者は， 中国人やタイ人の精米業者に資金を供出していたのでC1ohn-
ston， op. cit.， pp. 249-255; Suehiro，ゅ cit.，pp. 12-13 ~Chap 劫)，正しくは一部の特権晴級
に属するタイ人本精米業の鼎遣に寄与したと言弓べきである。
56) Chatthip Nartsupha et al.， op. cit.， p. 94;小池賢治「経宮代理制度論」昭和54年， 156頁。
57) Suehiro， op. c払.p. 6 CChap. 2). 
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欧米系の精米業者も，中国人の米買い付け商人に依存してもみ米を入手してい

た。これは西洋人に対してはパンコク周辺における活動のみが許可されていた

ので5U，農村との関係が希薄であったためであろう。米買い付け商人は輸送手

段に水路を用い. 20世紀初頭では輸出米の97%が船によってバンコクへ運ばれ

たという叫。彼bが使用 Lた船は riceboatとも riverboatとも呼ばれる引船

〔丸本舟)00)立，一般あたりの積載量目〉は約20トンかそれ以下であった臼)0* 
買い付け商人は riceboat を4-5般連bねて，パンコクのチ苛オプラヤ河沿

岸に立ち並ぶ精米工場へ向かった。 1890年代になると，蒸気機関を搭載した曳

船が幹線水路に導入され， 度に20般の rice boatを曳いて航行できるよう

になったGSlo 18.70年代後半から急速に開削きわしていった運河は，濯j既設備とし

て農地拡大に拍車をかけたばかりでなく.輸出用のもみ米をパ γコクの精米工

場へ運ぶ輸送網としても重要な役割を呆たしてきたのである。

以上のように.ラーマ豆世の治世である 1870年代から1910年代にかけて，チ

ャオプラヤ二デノレタは輸出米の崎大を契般に問団され米生産地となっていった。

同時に，バンコクは貿易港であったために，国内水路網の要となり，輸出米に

関連した産業が興っていったのである。

貿易業務には不可欠な金融・保険業も，最初はヨーロッパ系貿易商会が導入

した。精米業で欧米人を駆逐し， 資本を蓄積した有力な中国人精米業者が銀

行・保険業に着手するのは20世紀に入ってからである。

58) タマサ ト大学経済学部チューシー マーニプルック助教授からの御教示による。中国人はパ
ンコク以外の地坑従って藍村でも活動寸ることを王から認められてし、た。
59) Chatthip Nartsupha et al.， op. cit.. p. 208 
60) 櫓や竹竿によヮて進む船(，如 caew・ruathδ〉で，タイ人の船大工が国内で建造していた。
Graham (op. cit.， pp. 369-371)によると用材の種類は，船体が thinganとmaitakhienであ
り，上部構造がチ ク材と maitakhienであった。品tngan とはタイ詰のチンチャン〈学名
Dalberg叫，pp.)を指すと尼われ， ζれは紫檀の一種であるo mai takhien (学名 Hoteaspp.; 
Hopea odorata)はメラワンに含まれる樹種である。同本材料学会木質材料部門吾員会「木材工
学辞典」昭和57年..232頁.627頁。いずれ心木材も北タイを中心とするタイ園内問森林地帯で採
取される。紙谷貢編「世界の木材資源と日本」昭和51年， 14頁， 24頁。
61) もみ米はばら積みきれたようtあるが，明らかではない。
62) Thompson， ot. cit.， p. 362. 
(33) Joh田 ton，ot. cit・Ipp. 257-258 
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銀行がバンコクで初めて開業するのは 1888年で， 同年，イギリス系 The

Hongkong and Shanghai Bank:ing Corporationがパンコクに支庖を置いた。

しかしそれ以前に， The Borneo Co.は銀行業へも事業を拡張して， 1868年ま

でには TheChartered Bank of lndia， Australia and Chinaと TheOrien司

tal Bank Corporation (いずれもイギリス系)等の銀行代理屈となり， 貿易

金融を扱ってし、た6へ1860年代にはA.Marl乞waldand Co.が TheChartered 
Bankの代理業を請け負っている問。 1890年代に入ると， 1894年に TheChar-

tered Bank古"へ 1897年にはフランス系の Banque.de l'Indochineが叩モ
れぞれパ γ コクに支庖を開業する。これらの銀行は，アジア地域内の貿易金融

を処理する目的でパンコグに進出したのである。タイ米の輸出に関Lては，こ

れら植民地銀行の呑港 .yγガポール支庖が，パンコクの代理屈・支庖を通E

て為替金融を行っていた。 TheChartered Bankは1859年に香港とシンガポ

ノレに支庖を開設問)， The Hongkong Bank も1865年に香港・上海で創業し

1870年にはvンガポールに代理屈を設置した6G)0 The Oriental Bank Corp. 

も19世紀半ばに香港とシンガポーノレに支広を置き70). Banque de 1'lndochine 

は1894年に香港支届， 19日5年にシンガポーノレ支局を開設した叩。

植民地銀行がヨーロッパ系貿易商会の貿易金融を扱勺ていたのは当然である

が，中国人商人に対しても為替取引を行っていた。 TheChartered Bankの業

務の大半は，中国人精米輸出業者が香港と海峡植民地への船積みに対して振

り出した手形を買い取ることであったという叩。

64) BT， pp. 29-30 
65) Mackenzie， op. cit.， p. 195. 
66) ibid.， p. 194. 
67) 権上康男「フランス帝国主義とアジア←インドシナ銀行史研究 」昭和田年I 167買。
68) ~虚ackenzie ， op目 cit.，p. 56， p. ] 04 
6θ) ib句:d.，p. 62; Hyde， op. cit.， p. 58 
70) 目yde，ot. dt，. p. 56 
71) シンガポール支庖が開設されたのは，同銀行白パンコグ支庖の開業によりバンコクとジャワの
取引が拡大し，その中継地であるシンガボールに為替業務を行う支盾杭必要だったからである o
権上，前掲書I 116-117頁， 168頁。
72) Mackenzie， op. cit.， pp. 195-196 
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中国人が銀行業に着手するのは20世紀に入ってからである。第一次世界大戦

の前後に，華人の本国送金及び貿易金融を目的とする銀行が設立されたが，多

くは失敗に終わったという問。精米業で成功した中国人が銀行を設立するのは

193日年代からで，たとえば WangLeeグループが1933年に設立した Wang

Lee Chan Bankは有力であった刊。

一方，海上保険及び精米工場・倉庫等に対する火災保険もヨーロッパ系貿易

商会が請け負って始めた。 1856年バンコグ支屈を設置 Lた TheBorneo Co 

が，すでにロンドンの Lloyd's代理由として認可されていて，以後少なくとも

1世紀に渡って業務士請け負っている。 TheBurneo Cu は，その後も数多く

の保険会社の代理!苫を引き受け， 1924年ではその数は61にも達している問。中

国人の精米 輸出業者が保険業に参入するのは， 20世紀に入ってからである。

全般的にはヨーロッパ系貿易商会が保険業務から多〈の利益を獲得し，第二次

世界大戦開戦時まで彼らが保険業を独占していたという叩。

ところでラーマ五世時代の末期から六世の治世(1910-25)の初頭にかけて

は，洪水(1909) と早魅(1910-11)が発生し，米作が低迷し米輸出も減少し

た。政府は， Van der Heideの出国によわ休止していたデルタの濯i既事業に再

び乗り出す。 1913年にはイギリ旦人技師 SirThomas Wardが招かれて，デノレ

タの濯甑工事は第二次世界大戦時まで彼の原案に基づいて実施された7九六世

王の時代は総体的には米価が上昇し，米の輸出も順調に伸びた時期であった加。

1910年代末から大恐慌直前の1920年代末期にかけては，米輸出が活況を呈した

時代であった。

2 タイ米の輸出市場

73) 三輪悌三，商業銀行，加藤長雄編『タイの金融事情」昭和3，年， 105-106頁。
74) S田 hiro，op. cit.， p. 27， p. 30 (Chap. 2). 
75) ibid.， p. 21 (Chap. 2) ; BT， p. 29 
予6) Suehiro， o.ムcit.，p. 20， p. 22. CChapク〉
77) Ingram 1971， pp. 83-84;高普，前掲書， 270-278頁。
78) Ingram 1971， p. 38. 
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それでは， 1870年代から1920;年代にかけて，タイ米に対する需要はいかなる

事情によって発生したのだろうか。タイ米を輸入した地域及び消費した階層を

分析し，バンコクの発達を先導した米輸出が， ヨーロッパ勢力のアジア進出及

び植民地経営とも関連している点を明らかにしたい。

まず1870年代 1920年代の米輸出先は，およそ80-9M百が7'./ア市場である。

その中でもほとんどが香港とシ γガポーノレ向けの輸出であった。米総輸出(重

量ベース〕において両者が占める比率は， 1875年が香港約62%，シ γガポ ノレ

約29%で，呑港へ輸出される割合の方が大きかった。 20世紀に入ると香港向け

の比率が減少し，代わってシンガポーノレ向け輸出比率が漸増した。 1900-1904

(年平均〉において香港ば約53%，シンガポーノレは約37%，1923/4-27/8年(同〕

では各々約41%，約35~ó' となっている問。否港へ輸出された米は大部分が中国

へ再輸出され， 方、/ンガポ ノレヘ輸出された米も当地で消費された分を除け

ば，マラヤ・ジ γワ等のアジア市場へ宵び輸出された"う。従ンて，輸出された

タイ米の多〈がP 中国・マラヤ・ジャワで消費さわしたと考えて差しっかえない

f三ろう。

中国の華中・華南は元来可米をキ食とする地域である。 19世紀後半の華中・華

宵は社会不安が蔓延し，不穏な時代を迎えていた。かつて貿易港として栄えた

広州は，南京条約(1842)で上海が悶港された後に急速に衰退にむかう。その結

果，広州を起点とする運輸業にその経済的基盤を置いていた華中の湖南ノt乱華

南の広東省・広西省にほ不況と失業がはびこることになった81〉Q また，太平天

国の乱(1851-64)が華中の湖南・湖北といった揚子江中流域の米作地帯を侵蝕

したので，耕作面積は減少し62九米生産は調落したと思われる。また絹の輸出

79) Ingram 1964. p. 107より算出。
80) ihid.， p. 107; IngT.'Im 1971， p. 42.; Yl¥-Kw引 Cher】g，Foreign Tiγade and Tηdustrial De'-
ve1o.ψment 01 China.-An H is拍ricaland Integrated Analysis through 1948， 1956， p. 129 
81) 小野信爾「人民中国への道」昭和田年， 25-26真。
82) 同と書， 27-28買;A. Eckstein， W. Galenson and Ta-Chung Liu (eds.)， Ecorzomic Trends 
in Commun“t Ch帥 a，1968， p. 48 (市村真監訳「中国の経背尭展」昭和54年， 45頁)。
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が増大した期間には，米i'f地が桑の生産地に転換させられた附。 19世紀後半か

ら1920年代にかけて飢僅や洪水がしばしば発生しHに園内の食糧事情は逼迫し

て米価は騰貴し叩，穀物の輸入に頼らざるを得なかったのである。中国の総輸

入額に占める穀類・小麦粉(米も含む〉の比率は， 1868年の0.8%，1880年の0.1

%から， 9‘6% (1890)， 7.0% (1900)， 2.9% (1905)， 5.2% (1913)と急増して

いる。中国は仏領インドシナとタイ国から香港を通して米を輸入していた出〉。

マレ一半島とジャソ島においても，住民は米を主食とし，稲作は伝統的な農

業であった。 Y ヲヤが米を輸入するようにむったのは，欧米市場向けの商業作

物の栽培が稲作を停滞させたのと同時に，その栽培等に必要な労働力が中固と

イ:/1ごから流入して食糧としての米に対する需要が増大したからである。 19世

阿の初頭，中国人が始めたさとうきび栽培・加工は，やがてヨ ロvパ資本も

参入して盛んになってレったのその栽培には多大な労働力を必要と L，中国人

所有の農場では中国人， ヨーロ vパ資本の農場ではタミーノレ系インド人が雇用

されていた。さとうきびを加工した砂糖製品は，イギ 9;<，等に輸出されていた。

経営者は， 農場を拡張するために， マレ一人農民から稲作地を買い取ったの

てA7〉，マラヤに流入した中国人・インド人の食糧を賄うほどの米の増産はなか

ったと考えられる。

砂糖の生産は20世紀に入ると衰退するが，他にもマラヤでは膨大な中国人・

インド人労働者の流入を促Lた一次産品の生産が進行していた。ひとつは錫で

あり，いまひとつはゴムである。錫採掘業は1870年代からマラヤで急速に成長

していった産業である。イギリブ、やアメリカ合衆国でブリキ板を使用した躍詰

に対する需要が強まったことに対応して，マラヤの錫が両国に輸出されるよう

になる。 1883年以降，マラヤは世界一位の錫産出国であり， 1890年代には世界

83) Al1en et al. 1954， p. 247. 
84) Eckstein et al.， op. cit.， p. 265 [市村I 前掲書:， 226買]。
85) 外務省通商局編「通商嚢纂」第220号，明治35年， 1-4頁。
86) Cheng， ot. cit.， p. 16， p. 19， p. 30， p. 129 
87) J. C. Jackson， P!anters and Speculators: Chinese and European Agricultural Enterprise 
iri Mulaya， 1786→1921， 196B. pp. 128-175 
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の総生産の約半分を産出していた則。初期の錫採掘法は，砂錫の鉱床を人力に

よって掘り起こす露天掘り方式で，大量の中国人労働者がその採掘に従事して

いた。 20世紀に入ると，イギリスからグラベノレ=ポンプ方式，オ一見トラり 7

からドレッジ方式50'が持ち込まれ，労働集約的な露天掘りは，近代的装置を使
用する資本集約的技術に代替されていくようになった。以後，錫採掘業℃雇用

される労働者の数は， 1920年代初頭まで減少の一途を辿っていく'"。

一万，ゴム産業でも根幹白切り付けやゴム乳液の採集作業に多くの労働力を

必要としたo 19世紀に欧米でゴムの硬化法及び空気入りタイヤの製造技術が開

発された後.アメリカ合衆国とイギリ Zで自動車タイヤの原料として天然ゴム

に対する需要が強まっていた。イギリスは， 1870年代にバラゴム首木をマヲヤ

に持ち込んで， プラ γテージョ γを開いた。採集， 加工されたゴムはイギリ

λ ・アメリカに輸出されていた91)'"ゴム=プラ yテージョ Yで働いたのはイン

ド人で，南インドのマドラス州(現在のタミノレナド州〕から連れてこられたタ

ミーノレ人が多勢を占めていた問。

マラヤで，欧米市場へ輸出される一次産品の栽培，採取が盛んになるにつれ

て，膨大な数の中国人・インド人労働者が流入し，同時に彼らの食糧としての

米がタイから輸入されたのである。マラヤの中国人は‘米を主食とする華南9ω

の広東・福建省出身者が半数以上を占めていた，.，。またイ γ ド人の多くもタミ

ーノレ人で"九彼らも米を主食とする菜食主義者である06'。

88) Lim Chong-Yah， Econ開 icDevel.噌ment01 Modern Maloya， ¥967， pp. 42-44; W. Robertson， 
Tin.-Its Production and Marketing， 1982， p. 3， pp. 8-9， p. 56 
89) 両方式につし、ては， RoLert:;on， op. cit.， pp. 17-20を参照。
90) Lim Chong-Yah， ot. cit.， pp. 49-55; Robertson， op. cit.， p. 22; V. Purcell， The Ch間四e
in Malaya， 1967， pp. 236-2:;~ 
91) Lim Chong-Yah， op. cit.， pp. 72-74;農林省熱帯農業研究センタ 「熱帯の有用作物」昭和
50年， 276-281頁。
92) Sinnappah Arasaratnam. lndians in Malaysia and -Singapore， 1970. pp. 10-20 
93) 右毛直道縞「食。文化シンポジウム'81東アジアの食白土化」昭和田年， 15頁， 20買。
91) 1921年。在マラヤの中国人的117万人のうち， 32だが福建人 28%が広東人 lR%が客家であ
っTこ。 Purcell，op. cit.， app. V 
95) 1921午において，マフヤのインド人約47万人りうち82%がタミール系イン V人であった。/
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一方インドネシアにおいては，オランダの介入がジャワの稲作を衰退させた。

ジャワ鳥は元来，米穀地帯を有しョ 17佐紀にジャワで強力な勢力を打ち立てた

マタラム王国は，ジャワ島以外の島に米を供給し，米生産が王国の経済的基盤

となっていた町。オランダはヨーロッパ市場向け作物(さとうきび・藍・茶・

タバコ・コ←ヒ←等〕の栽培をジャワで開始し，ジャワ農民は， これらの作物

栽培のみならず加工工場や食庫までの運搬，道路や工場・倉庫の建設にまで労

働力主提供しなければならなかった。さらに， さとうきびと藍の栽培のために

米作地を割譲させられたので，ジャワの稲作は衰微していった則。オランダは

輸出用作物の生産から簡便に利益を引き出すことを第ーの目的としていたので，

労働力としての農民の食糧を輸入して補う方針全採用したのである叩。輸出用

作物のなかでも砂糖の輸出は著しく仲び，それと対照的に米の輸入は急増し

-1-_ 100) 
'、。

以上のように英領マラヤ・蘭領束イン lの場合には，欧米向けの商品輸出に

よって獲得した外貨が，タイ米を輸入する購買力となっていたのである。

IV 1932-1957年ー政府の介入

1925年にラーマ六世が亡くなり七世が即位 (1925-35)した後，タイ国も大恐

慌の打撃を受ける。 1930年以降，米の輸出価格が低落し.米輸出の停滞は第二

次世界大戦の終結時まで続いた山〉。 デノレタの開発も戦時中は中断していた川、

¥，Sinnappah Arasaratnam， ot. cit.， p. 48 
96) 石毛，前掲書.15頁.20頁，飯島茂，セイロン/全土/ンンハラ人j タミール人，石毛直道編
「世界の食事文化」昭和48年， 117頁，長谷山崇彦，農業中心のアーンドラ地方， r世界地理風
俗体系第11告イシド半島」昭和38年， 235頁U
97) 和田久徳・森弘之田鈴木恒之「東南アジア現代史I総説 インドネシア」昭和52年， 77-79頁.
98) 同上書， 90-100宜，デ クラ ク(南方調宜会訳)r蘭印史」昭和17年.713-744頁jRobert 
Van Niel， The Course of Indonesian History. in R岨thT. McVEY Ced.) lndonesia， 1963， 
p. 284 

99) 本阿武「インドネ γアの10-ーと〈にビマス計画にmんする研究 」昭和50れ 27-28頁。
100) 向上害， 104-106頁;]. S. Furnivall， Netherl訓 dslndia.-A Study 01 Plural Economy， 1967 
(Reprint)， p. 207 

101) Ingram 1971， p. 38 
102) 高弘前掲書， 284耳。
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1932年には軍並びに文官が率いる人民党が革命を成功させ，タイ国は絶対主

義から立憲主義に移行する。政治体制の変革が米の流通に与えた影響は，政府

が外国人〈とりわけ中国人〕の経済活動を抑巨する目的で， タイ経済の核を成

す精米業及びその関連産業に積極的に介入を始めたことである。人民党政府は，

1941年に中国人所有の精米工場を賃借して， • The Thai Rice Companyを設立

した。その後も中国人等の所有してし、た精米工場を次々と手中に収め，最終的

に TheThui Rice Coはめの精米工場を接収した103)。そしてヨーロッパ系貿

易商会が独占していた金融・保険業にも着手L，政府系の銀行と保険会社を設

立した。また，かつて TheEast Asiatic Co が経常していた海運企業を接収

して米貿易にも参入するようになった出〉。しかし1941年末から終戦までは，日

本軍がタイ国内に侵攻し米やチーク材を収用して，タイ経済に物資不足とイン

フレをもたらし，政府系企業は機能麻痔に陥り，貿易もほとんど行われなかっ

た105)。戦後になると，タイ米の輸出は，世界市場で米不足と米価急騰が発生し

ていた中で急速に戦前の水準に回復していった106)。デノレタの開発も，世界銀行

からの借款を得て再開された107)。一方，政治体制は1947年以降，軍部独裁へE

転変していった。

この時代のタイ経済は，大恐慌や戦争あるいは政府の介入などで混迷してい

たと言えるが，その経済の根幹は依然として米関連産業にあった。四位紀後半

から1日20年代の聞に構築された米の産業連関(第1図〉は，工業化政策が導入

される1950年代末まで存続し，タイ経済の基盤を成していた。

結び

1767年から1957年ま Eのバン日ク都市発達史士米経済を中心に考察してきた。

103) Suehiro， op. cit.， p. 42. (Chap. 2) 
104) ibid.， pp. 39-43， p. 47 CChap. 2). 
1口5) ibid.， p. 48 CChap勾，荻医弘明 和田久徳生田議「東南アジア現代史IVピルマ タイ」昭
和明年 249-250][0 
106) Ingra回 1971，p. 38. 
107) ibid.， pp. 81-85;高:&.前掲書:， 284頁。
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米生産地
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第1図 タイ米の産業連関図
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1855年D自由貿易開始以後，米輸出が増大し，チャオプラヤニデノレタは米の生

産地として開発が進み，バ γ コクはその南端に位置して，米の集積地，精米一

輸出港として都市の構成を整えてきた。

バンコクの成り立ちを考えるとき，タイ国の外側からの圧力がその発展に

及ぼした影響は太きい。第一に，綿布を販売 Fる市場を確保吉る必要に迫 b

れていたイギリスが， 19世紀中葉にタイ国を国際経済の場に引き込む契機を

与えた。貿易港ノ、ンヨクの端緒を閃いたのはイギリ λ側の事情が大いに関係

していた108)。第二に，タイ経済に介在して米の関連産業を構築した担い手ば，

中国人移民と欧米人であった。一部の王族や官僚を除けば，タイ人はその産業

の発展には君子与していなかった。第三に，タイ米世消費した地域は， ヨーロッ

パ勢力の侵出によってその経済メカニズムの均衡が崩れ，米を輸入せぎるを得

なくなったアジア諸国であった。

従ってパ γ コクは，貿易港という機能に限定するならば，タイ国の経済社会

内部から必然的に生み出された都市とは言い難い。しかしながら，そのバンコ

クという都市が主導して，タイ国の経済構造を変換きせてきたのである。 1950

年代末以降の工業化政策がパ yコク首都圏を中核にして進められている事実も，

以上のような発展構造を基盤にしていると考えられるべきである。

(1985. 11. 20 脱稿〕

〔付記〕 本稿作成にあたり渡辺尚教授に御指導いただきました。記Ve深く感謝D意

を表Lます。

108) しかし， ョーロヲパ諸国の植民地となってヨーロッパ市場向1.，.商品生産へ転換させられた英領
マラヤ，蘭領東インドに比較すると，ヨ ロッハにとって町タイ経済あるいは貿易港パンヨクり
重要性位相対的に低かったということは留意すべきである。


